もの を 感じた。 

そのと き、 先生から 指で さされて、 前の ほうの だれ 

ろうどく 

か が 読本 の 朗読 を はじめた。 

「第 十、 !« むらの 火。 これ は、 ただごと でない と、 つ 

ぶ やきながら、 五兵衛 は 家から きた …… 」 

おや、 へんだ なと、 久助君 は 思った。 聞き なれない 

声 だ。 あんな 声で 読む の は、 いったい だれだろう。 そ 

こで 久助君 は、 本から 顔 を あげてみ ると、 南の まどの 

そばの 席で、 ひとりの 色の 白い、 セル 地の 美しい 洋服 

をき た 少年が、 久助 君の 方に 横顔 を 見せて 朗読して い 

た。 久助 君の 知らない 少年 だ。 



r サル ビヤ だよ」 

といって、 美しい 少年の 太 郎左衛 門 は 歩き だした。 む 

こうが 話しかけたん だから、 こっち も 話して いいの だ 

と 思って、 久助君 は、 すこし 胸 をお どらせ ながら、 

「横 浜から きたの ン？」 

ときいた。 横 浜から きた こと は、 もう 徳ー 君から 聞い 

て 知ってい たから、 いまさら きく 必要 はない の だが、 

ほかに はなに もい うこと がなかった ので ある。 ところ 

で 久助君 は、 きいて しまつてから、 ひやあせが 出る ほ 

ど はずかしい 思い をした。 というの は、 「きたの ン？， - 

などと いう ことば は、 岩 滑の ことばではなかった から 



めにあわされる ときが きた。 それ は、 五月の すえのよ 

く 晴れた 日曜日の 午後の ことであった。 

なにしろ 場合が わるかった。 みんなが —— というの 

は、 徳ー 君、 加巿 君、 兵 太 郎君、 久助 君の 四 人 だが I 

I たいくつで こまって いたと きな の だ。 

麦畑 は 黄色に なリ かけ、 遠くから かえるの 声が、 村 

の 中まで 流れて いた。 道 は 紙の ように 白く 光 を 反射し、 

人 はめった に 通らなかった。 

みんな は、 この 世が あまり 平凡な のに うんざりして 

いた。 どうして ここに は、 小説の なかの ように 出来事 

がお こらない のだろう。 



から、 みんな は、 太 郎左衛 門の ことばだった けれど、 

すぐ 信じて しまった。 そして また、 これ は まんざらう 

そで もな さそう だった。 なぜなら、 新 舞子の 海岸に は、 

そのく じらが いないと しても、 よく 見世物が きている 

こと は、 夏、 海水浴に いった ものなら、 だれでも 知つ 

ている。 

見に いこうと いう ことに、 一 べんで 話が きまった。 

新 舞子と いえば、 知 多 半島の あちら 側の 海岸な ので、 

とうげ 

峠 を ひとつ 越して いく 道 はかなり 遠い。 十二、 三キ 

口 は あるだろう。 しかし、 みんなの からだの 中には、 

力が うずうず していた。 道 は、 遠ければ 遠、， 'ほどよ 



かった の だ。 

太 郎左衛 門 も 加えて 一 行 は、 すぐ その 場から 出発し 

た。 家へ そのこと をい つ てこよう などと 思う もの は、 

ひとり もなかった。 なにしろ、 からだ はつばめ のよう 

にかる かった。 つばめの ように 飛んで いって、 つばめ 

のように 飛んで 帰れる と 思って いたので ある。 

とんだり、 かけたり、 あるいは、 「帰りが くたびれる 

ぞ」 などと、 かしこそう におた がい を 制しあって、 し 

せ 、-- じょうほ 

ばらく は、 正常 歩で 歩いたり して、 進んで いった。 

野に は、 あざやかな 緑の 上に、 白い 野 ばらの 花が さ 

はおと 

いていた。 そこ を 通る と、 みつばちの 羽音が していた 



底本： 「牛 をつな いだ 椿の 木」 角 川 文庫、 角 川 書店 

1968 (昭和 «) 年 2 月^日 初版 発行 

1974 (昭和^) 年 ー 月^日 匸版 発行 

入力 ： もりみ つ じゅんじ 

校正 ： ゆうこ 

2 000 年 ー 月^日 公開 

2 006 年 ー 月 g 日彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



